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○教員評価の項目を「非常にそう思う」の割合でみると、最も評価が高いものは「教員は熱心に授業に取り組んでいる」
で、52.8％となっている。

「非常にそう思う」と「ある程度そう思う」の合計では、「教員は熱心に授業に取り組んでいる」が82.9％と8割以上の
評価を得ているほか、「教員の遅刻や休講は少ない」（73.7％）、「教員の言葉はよく聞き取れる」（71.0％）などの評価
が特に高くなっている。
全般に評価は高めであるが、「そう思わない」の合計スコアがやや高いものは「この授業の内容や進め方は現状のまま
でよい」の11.1％で、否定的評価が1割を超える。

○総合満足度は「そう思う」の合計で58.6％と、6割近くが授業に満足している。

共通項目全体について

昨秋に実施した第5回「授業改善のためのアンケート」調査結果の概要を、今月は後期完結科目について報告します。データ
分析は、調査を実施した（株）日経リサーチによるものです。

授業評価アンケート
調査結果報告
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【調査実施時期】2001年11月8日～21日

【調 査 対 象】獨協大学の全学生

【調 査 方 法】授業出席者に対して配布、授業時に回収

【調 査 内 容】教員評価、授業満足度、講義・演習・外国語・体育実技等の評価

【調査回収サンプル数】 合計 7695サンプル※ 【教員所属学科別回収率】

調査概要
（後期完結科目）
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○演習科目と体育実技については評価が高い傾向。
○演習科目では「専門知識の習得に対する役立ち度」について「非常にそう思う」と「ある程度そう思う」の合計で
68.6％となっており、非常に高い評価を得ている。また、｢討議や発表が積極的に取り入れられている」においても
｢そう思う」の合計が63.6％と評価は高い。

○体育実技では「この授業は楽しい」について、7割が「非常にそう思う」と評価している。
○外国語科目では「使用教材」「能力の会得」「授業進度」という3つの視点のいずれも、やや低い評価となっている。
一方、「授業の進度は適切」について、「あまりそう思わない」と「全くそう思わない」の回答者に対し、「授業の進度
をどう思うか」を尋ねたところ、5割強が「早すぎる」としており、「遅すぎる」を2割強上回っている。

○講義科目については、「そう思う」の合計が5割を超えるものはなく、評価の低さが目立っている。

※サンプル数…講義科目5407、演習科目264、体育実技103、外国語科目1921

個別の授業科目について

（サンプル数…213） 
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全体データ
●共通項目全体について

通年科目同様、教員の授業に対する熱心な取り組み、遅刻・休
講の少なさに対して高い評価となっている。授業の理解、授業
の内容・進め方の現状に対しては評価が低い。満足度向上のた
めにもこの点の改善が望まれる。

●個別の授業科目について
講義科目はいずれの項目でも「ふつうだと思う」の回答が最も
多くなっており、全体的に評価は低くなっている。教科書およ
び参考書の役立ち度や、シラバスに即しているかどうかへの評
価は約2割が「判断できない」としており、授業目的が明確に
伝達されていない可能性がある。
演習科目は専門分野の知識習得や、授業時の討議・発表の取り
入れに対して評価が高くなっている。一方で、個々の学生に応
じた指導については評価が低くなっている。
外国語科目は、肯定的評価はいずれの項目も5割前後にとどまっ
ており、全体的に低い評価となっている。授業進度については1
割前後が否定的評価をしており、このうち過半数が早いと評価
している。

体育実技はどの項目においても評価が高く、特に授業の楽しさ
については約9割が肯定的評価をしており、外国語学部よりも
経済・法学部、また学年が上がるにつれその評価は高い傾向に
ある。

●自己評価項目について
授業の出席や授業態度については高い評価をしているものの、
図書館の利用、授業の予習復習の評価は低く、自己学習に対し
ては消極的な態度がうかがえる。

属性別データ
●学年別

通年科目同様、学年が上がるにつれ評価が高い傾向にある。在
籍年数が長くなることで大学の授業に慣れ、評価基準が若干甘
くなっていることも考えられる。

●学部別
全体を通じて外国語学部の評価が高い（経済学部・法学部は科
目によって回答者数が少ないので、その場合は参考値とされた
い）。教員評価では授業への熱意が各学部で高く評価されている。

（単位：％）授業満足度の推移

右の表は通年科目、後期完結科目の授業満足度（4ページ最後の質問における
「非常にそう思う」「ある程度そう思う」の計）を合算し、過去のスコアと時系
列比較したものである。
全体の授業満足度は、2000年との比較では0.7ポイントのアップとほぼ横ばい。

各学部で見ると2000年からほぼ横ばいのスコアとなっている。学年別では1年
生の伸びが最も低く、3年生の伸びが最も高くなっている。4年生は7割近い満足
度。98年からの伸び率を見ると、3年生の満足度は上昇傾向にある。
昨年の1年生、つまり今年の2年生の授業評価は、昨年51.3％から56.5％と、

5.2ポイントの上昇。同じく2年（55.6％）→3年（63.6％）が8ポイント増、さ
らに3年（60.2％）→4年（69.4％）が9.2ポイント増と、現3・4年生は大幅に満
足度が高まっている。

○「この授業によく出席している」についての自己評価は、「非常にそう思う」が56.3％と5割を超える。

「そう思う」の合計では81.5％となっており、アンケート回答者の授業の出席率の高さがうかがえる。

○次に評価の高いものは「この授業でマナー

を守っている」で「非常にそう思う」が

30.0％、「そう思う」の合計では60.3％と、

授業態度の評価も比較的高い。

○一方、「この授業の予習や復習をよくして

いる」と「この授業に関して図書館をよく

利用している」の評価は低く、「そう思う」

の合計が「予習や復習」では28.0％、「図

書館の利用」が14.9％となっており、授業

時間以外の勉強に臨む姿勢には弱さが見ら

れる。

○「この授業に積極的な興味を持っている」に

おいては「そう思う」の合計は55.3％と5割

を超えるものの、「普通だと思う」のスコア

が4割近くに上ることから、授業に対する関

心が強いとはいえず、勉強に臨む姿勢の弱

さにつながっていることがうかがえる。

自己評価項目について

データ分析

授業満足度の時系列比較  
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